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ほ　じ

岐阜県博物館は開館15年目を迎え平成2年

7月に入館者数が130万人となりました。こ

れは、あの急な坂道を登られたお一人お一人

の博物館を愛される心の数であり、私どもは

皆様のこの熱い想いに応えるべく、更に工夫

を重ね、満ち足りた足どりで坂道を帰られる

ようにしなければならないと、肝に命ずる次

第であります。

平成2年度には特筆すべき事柄が非常に多

くありました。恐竜足跡化石の巨大なレプリ

カの作製展示を始めとし、青少年交友協会

（東京）の寄付によるグリーンアドベンチャー

標識の設置、岐阜県教職員互助組合からの多

額の図書の寄贈、さらには県教育公務貴弘流

会からの生涯学習施設への寄贈第1号として

岐阜名産の菊花石の巨大な自然石を入口に設

置していただいたことなど、各方面から予想

外のご支援を賜り特段の充実を図ることがで

きました。

特別展は例年どおり三つ開催しました。春

の「輪中と治水」はこの種の展示すべてを包

括・集大成した意義あるものであり、夏の

「白山の自然」は秘境白山の自然についての

調査研究成果を発表し注目を集めるものでし

た。秋の特別展「濃飛の仏像」は当館として

初めて文化庁の後援をいただき、県下一円に

わたる国の重文・県の重文等の秘仏を多数展

覧し、安田撃石コレクションも披露しました。

さいわい、近年まれにみる多数の来館者を迎

え、うれしい悲鳴を上げた次第です。改めて、

各寺院等の格別のご厚意に深謝申し上げます。

なお、その折高齢者等への配慮として当館職

員が車で坂道を送迎したことに対し、知事よ

り親頼誇賞をいただいたことも、望外の喜び

－2－

め　に

でした。特別展の開場式に知事あるいは副知

事のご出席を賜ったこと、初めて地元関市の

小学生の参加を得たことなど、館の活性化の

大きな要因となりました。また、友の会の共

催により、待望の「文化講演会」第1回を文

化の日に開催し、作家山田智彦氏を迎えて満

場の聴衆を集め大成功に終わったことも特記

しなければなりません。

さて今年度は、春に特別展「ふるさとの木

の文化」、夏に「．ふるさとの哺乳動物」、さ

らに秋には置県120年記念事業の一環として

姉妹県盟約20周年記念展「鹿児島－その自然

と歴史－」を企画し、県土再発見と活性化に

つながるよう、館の英知を傾けているところ

であります。また、岐阜県博物館協議会の貴

重な答申を生かし、百年公園見直しの基本計

画への具申を図ることも今年度の急務であり

ます。高齢者人口の増大、労働時間の短縮、

学校5日制の導入などにより、余暇の有効な

利用が課題となり、博物館への期待もますま

す大きくなっています。この期待に応え、当

館を広大な公園と一体となった日本一の博物

館にするのが心からの願いであります。今後

とも多くの方々のご意見をいただき、日々改

善に努めてまいりたいと思います。

ここに、平成2年度の活動の記録をまとめ

館報第14号といたしました。皆様のご指導と

ご協力に心から御礼申し上げるとともに、今

後とも一層のご支援、ご鞭能を賜りますよう

お願い申し上げます。

平成3年4月1日

岐阜県博物館長　篠田　幸男



I　博　物　館　概　要

〔設置日的〕

岐阜県の人文、自然両分野にわたる諸資料を

公開し、併せて、教育普及活動を行うことによ

り、広く県民の学習の場となり、また文化財保

護の精神の洒賽に役立て新しい教養と文化の発

展に寄与することを目的とする。

〔基本的性格と方針〕

1．基本的性格

岐阜県の人文（考古、歴史、民俗、美術工芸）

自然（動物、植物、地学）等に関する諸資料の

収集、保管、展示、調査研究及びその活用を図

る総合博物館とする。

学校教育・社会教育との密接な連携を図り、

利用者が楽しく学習することができ、未来への

研究心と創造性を開発させるような生涯学習機

関とする。

県内の博物館および相当施設との連携をとり、

資料の交換、提供を図り、本県の中央博物館と

しての役割を果たす内容と設備を有する施設と

する。

資料の開発及び保存活用について、専門的な

調査研究を推進する。

2．基本的方針

（1）資料収集

県内の考古・歴史・民俗・美術工芸・自然等

に関する資料を収集する。

資料は、実物を中心とするが必要に応じて厳

密な考証に基づく復元模型を含める。

寄贈、寄託、借用、騰入等によって収集する。

（2）展示構成

展示は、常設展示と特別展示とする。

常設展示は、総合展示と課題展示とし、それ

ぞれ人文、自然の二部門に分ける。総合展示は、

だれにも親しめるように平易な展示を心がげ、

本県の歴史の発展の概要と、自然環境の概要を

理解しやすく展示する。課題展示は、内容にお

いて、前者よりやや高度のものとする。

展示の方針は、「（ア）生涯学習の場として、

幅広い層に親しめる展示。（イ）単なる資料の

羅列ではなくストーリー性のある展示。（ウ）

総花的展示を避け、各時代の特色やテーマの本

質をとらえた展示。（ェ）できる限り実物資料

を展示するが、さらに図表、模型等多種類の資

料も活用。（オ）視聴覚機器などを取り入れ、

見る人に強く訴える設備。（カ）明確でわかり

やすい解説」とする。

展示室の主題と内容は次のとおりである。

○人文総合展禾（人文展示室1）

主題「郷土のあゆみ」－原始時代から近

代、現代に至るまでの歴史の流れと、各時代

の特色をわかりやすく展示する。

○自然総合展示（自然展示室1）

主題「郷土の自然とおいたち」－郷土の

自然のあらましを生態的にわかりやすく展示

する。

○人文課題展示（人文展示室2）

主題「郷土の美術工芸」－特色ある郷土

の美術工芸を部門別、時代別に展示する。

○自然課題展示（自然展示室2）

主題「郷土のさまざまな自然」－特色あ

る自然物や事象をテーマ別に系統的に展示す

る。

○特別展示（特別展示室）

特定の企画とテーマを設けて年に数回展示

する。

（3）事業運営

資料は、本県の歴史的発展の立場から価値の

あるもの、また県内の自然にかかわる価値のあ

るものを保全し、収集保存する。

常設展示は、県民の学習に役立たせるため、

展禾構成の充実を図る。

特別展示はテーマの設定に配慮し、内容の充

実を図る。

調査研究は、資料に関する専門的技術的な調

査研究と資料の展示、保存に関する研究を行う。

教育普及は、各種の催しものを通じて県民の

－一言



理解と関心を深め、生涯学習の場づくりをする。

併せて各種の啓発活動を推進する。

〔沿　革〕

岐阜県博物館は、置県百年記念事業の1つと

して、昭和51年5月5日にアカマツの自然林の

中に開館した。

県内各地の豊かな資料をもとに、常設展示を

自然展示室1・2、人文展示室1・2に分け、

郷土岐阜県を紹介した総合博物館である。

なお、年に数回の特別展も開催している。

博物館建設準備段階からの沿革は次のとおり

である。

昭和46年3月　岐阜県百年記念事業推進委員会

において、博物館の建設を決定

4月　教育委員会社会教育課に博物館

準備担当を配置

6－9月　博物館懇談会を設ける

昭和47年4月　博物館開設準備室を設置

展示委員会をっくる

昭和48年8月　起工式挙行

昭和49年3月　展示実施計画できる

10月　定礎式

昭和50年3月　展示工事着手

7月　本館建築竣工

昭和51年1月　展示工事完了

4月　岐阜県博物館条例公布

岐阜県博物館設置

展示資料等製作完了

5月　開館記念式典挙行一般公開

巨匠三人展・スポーツ栄光展

7月　皇太子同妃両殿下行啓

8月　特別展「．ふるさとの文楽」

入館者10万人を突破

10月　入館料徴収開始

11月　特別展「熊谷守一展」

昭和52年5月　特別展「日本伝統工芸秀作展」

入館者20万人を突破

7月　特別展「郷土の化石展」

11月　特別展「鉄斉」

昭和53年4月　入館者30万人を突破

－4－

特別展「濃飛の甲胃」

7月　特別展「世界のコガネムシ」

10月　特別展「能面と装束」

昭和54年4月　入館者40万人を突破

特別展「渡飛の先史時代」

7月　特別展「世界の貝」

10月　特別展「濃飛の文人」

昭和55年4月　特別展「宝暦治水と薩摩藩」

5月　入館者50万人を突破

7月　特別展「化石の世界」

10月　特別展「蓑虫山人」

昭和56年4月　特別展「美濃の絵馬」

5月　入館者60万人を突破

7月　特別展「御岳山は生きている」

10月　特別展「ふるさとの美濃古陶」

昭和57年4月　特別展「高賀山の信仰」

入館者70万人突破

7月　特別展「ふるさとの植物」

10月　特別展「東洋の貨幣」

昭和58年4月　特別展「岐阜県の考古遺物」

5月　入館者80万人を突破

7月　特別展「長良川」

10月　特別展「郷土の生んだ先覚者」

昭和59年4月　特別展「濃飛の戦国武将」

7月　特別展「ふるさとの昆虫」

8月　入館者90万人を突破

10月　学習ビデオスタディコーナー設

置

特別展「渡飛の蘭学」

昭和60年4月　特別展「濃飛の縄文時代」

7月　特別展「鉱物の世界」

10月　特別展「美濃の刀剣」

入館者100万人を突破

12月　自然展示室2を改装

昭和61年4月　特別展「徳山の四季とくらし」

7月　特別展「奥飛騨の自然」

9月　人文展示室1を改装

10月　開館10周年記念式典を挙行

開館10周年記念展「ふるさとの

祭り」

昭和62年4月　特別展「濃飛の弥生時代」

入館者110万人を突破



7月　特別展「外国から侵入した生き

ものたち」

10月　特別展「飛騨の匠」

旧徳山村民家移築復元

昭和63年1月　自然展示室1を改装

4月　特別展示室ショーケース改修

特別展「ふるさとの湿原」

7月　中部未来博鎚記念展「中山道一

美濃十六宿」

10月　特別展「中生代の化石」

入館120万人突破

平成元年4月　特別展「濃飛の古墳時代」

7月　特別展「ふるさとの野鳥」

8月16日恐竜足跡化石白川村で発見

10月　特別展「移ろいゆく年中行事」

11月　日本生命財団より図書「岐阜県

博物館総合案内」4，000冊の寄

贈を受ける

平成2年4月　特別展「輪中と治水」

7月　特別展「白山の自然」

「恐竜足跡化石レプリカ」除幕

式

グリーンアドベンチャー標識設

置（自然観察のこみちに）

岐阜県博物館協議会に「新しい

時代・県民ニーズに対応できる

博物館の在り方について」諮問

入館者130万人突破

10月　特別展「濃飛の仏像」

12月　岐阜県博物館協議会より中間答

申

平成3年3月　岐阜県博物館案内標識を設置

ー5－



〔施設・設備〕

1．博物館 　　I館長室 

罵　1階平 
i 

i 

Eくち 

第6 糧顧研修室 ＼ノ講堂i 中央点で／ 

孝鞋　一．　自然展示室2 

自然展示室1　諦　正面玄関 

休憩ラウシシ喫茶室 

i 

i ピロティ－i 

＼、、．●」 

第5 収蔵 庫　　　地階平面図 工作 

室　第4 石工収蔵庫 室 

I ミ塗、／へ、 

（∴∴∴∴「 i 

真空／　　　　　　し 

減或薗芋　I 

∴∴∴ 

甜（究作業傾 

観i弼気機糖　Q 
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Iノートール 人文展示室1 

ィイ 

・主要室名及び面積

室∴∴∴∴名

自　然　展示　室1

自　然　展　示　室　2

郷　土　学　習　宅

講　　　　　　　堂

研　　　修　　　零

第　6　収　蔵　庫

人　文　展　示　室1

人　文　展　示　室　2

特　別　展　示　室

図　書∴資　料　室

面積（mつ

祝′光障害者コーナー　　（）87

特　別　収　蔵　時

第　1　収　蔵∴席

第　2　収　蔵　時

節∴3　収　蔵　庫

第　4　収　蔵　庫

第　5　収　蔵　庫



2．野外施設
目　薬 儷9D靠h��fｹ�X�b�

然‘ 観：’ 察一・・一．・旧聞 ��｢�

の；　　＼J ��R�

博物館 ‥・詳し �������自�x蕀iﾈ���������X�X�X�X�X�x�H�x�8�x�8�yxｹ6B���ｸﾉ;�"�

I 

（1）自然観察のこみち

館内における“郷土の自然’’の展示に対応

し自然環境の中に生きた展示として、季節とと

もに移り変わる自然のすがたを観察できるよう

にしたこみちである。

全長約830mで、途中見晴らし台が3ヶ所、

万葉集の植物の案内、ツツジの群生地、百草園、

マンサクの林などが設けられている。

なお、樹林の特徴などが学習できるようグリー

ンアドベンチャー常設コースとして、40本の樹

木Q＆Aパネルを設置している。

（2）旧徳山村民家

徳山ダム建設計画に伴い、徳山村は開村とな

り藤橋村になったが、徳山の生活を後世に語り

継ぐため、当時徳山村戸入在住の宮川澄雄さん

から家屋の提供を受け、昭和62年10月7日、移

築復元を完了したもので、生活用具なども展示

し無料開放している。

灘醜認鞄謹臨醗灘　　ii酬 

Si一十㌦iii灘関 
一案言器ふふふ二怨霊 

・様　式　木造かやぶき2階建、南平入り

・主　材　ブナ・トチ

・建面積120．97I五

・延面積197．48Hf

・間取り　下図参照

・建築年代　幕末から明治初年ごろと推定

・屋　根　入母屋式、切り落とし窓っき
‾‾三三 l I 邑 凵P‾「「千千千「：‾－‾‾‾T‾i／「、‾ 

i 亦��� ����R�

ネ＋ 俤ym｢�亦�i i i 册8蕀���Y?��

l I i 劔剿S＿一二一三二二 」＿＿＿＿ 偖ﾈ��vH�b�

ii 

子∴：子 ��Y?�?��蓼48ｶﾈ��������ｷ&俎x藷��ﾈ4x�ｲ�劔li〉　1 ∴∴ ／夕／‾ン∴日間 

ii ��刪鼬ﾈ二‾‾‾ 凵@」　　三言：二言 
二言ここ主二二二＝i：二●一一一一 D 劔刹錐w－ ��

▲1階間取り図

i 計iL一一両　ii 
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Ⅱ　平成3年度　組織・運営

1．機構 ��ﾘ��k���ﾅr�

総務課 館長次長 

人　文　係 

学　芸　部 自　然　係 

教育普及係 

平成3年4月1日現在

職　　　　　名

館　　　　　　　　長
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3．博物館協議会

当協議会は、博物館の運営に関し、館長の諮

問に応じ、または意見を述べる機関として、岐

◎・・・会長　○…会長代理

阜県博物館条例（昭和51年）第2条の規定に基

づいて設置され、委員は次のとおりである。

平成3年3月31日現在（五十音順）

住　　　　　所 現　　　　　　　　職

青　木　秀　英

石　原　太　紀

中　瀬　洋　書

熊　田　光　久

○坂　倉　又　吉

篠　田　　　薫

◎土　屋　　　斉

林　　　恒　之

溝　脇　昭　人

山　固　守　貞

和　田　吉　弘

渡　辺　　　宏

本巣郡真正町下妻桑1148－1

関市大杉44－1

岐阜市加納鉄砲町3－31

関市山王道西7－10

羽島市竹鼻町2733

岐阜市粟野西1－10

大垣市荒尾町1077

岐阜市青柳町1－5

岐阜市鷺山186－1

岐阜市長良2435－148

岐阜市長良白妙町1－5

岐阜市三田洞東5－8－6

岐阜県公民館連合会会長

岐阜県高等学校長協会副会長

岐阜市立女子短期大学学長

岐阜県博物館友の会会長

千代菊㈱取締役社長

かぐや第三幼稚園副園長

㈱大垣共立銀行取締役会長

岐阜県私立中学高等学校協会会長

岐阜新聞社㈱論説委員

岐阜県小学校長会会長

岐阜大学教育学部教授

岐阜県中学校長会会長

〔予算〕　　　　　　　　　　　　　　当初予算額（単位‥千円）

年度 区分 劍諸��c9D�7��平成元年度 兌ﾙ�ﾃ)D�7��平成3年度 

歳 入 僣饂渥俶yw�{����(�3S#��12，434 ����3ccB�10，837 
諸　収　入 �279 �#���287 ��c��

合　　　　　計 �12，807 ��(�3s�R�10，951 ����3��b�

歳 出 豫r�運　　営　　費 �3��3Cc��32，375 鼎(�3ピ��45，897 

理 運 営 費 倡ｸ���ﾘ��ｬx��yﾘ��N��80，125 都��33S��78，209 塔8�3S���

博物館協議会費 �3���335 �33R�351 

合　　　計 �����3ン2�111，060 ��#��3C�B�129，756 

実　物　資　料　等 �21，479 塗�3C���9，560 ��(�3C3��

事 �;���?ﾈ��馼��ｼh��N��常　設　展　示　費 劔6，591 

恐竜足跡化石 凵| ��ﾂ�6，100 度�3����

関　連　調　査　費 

記念展開催費 � ��8，710 度�3����

特　別　展　示　賀 �10，000 嶋�3c�2�店�3�S��

業　　資料収集管理費 �2，064 ���33#��1，119 ���3C途�

教育普及活動費 �(�3C���2，677 �(�3cS��2，178 

ジュニア恐竜 ��ﾂ�－ ��ﾂ�900 

探検隊活動費 

調　査　研　究　費 �600 田���611 田sr�

費　　20周年見直し 凵| ��ﾂ�－ 鼎S��

調　査　事　業　費 

合　　　計 �36，543 ����3s�"�28，750 鼎H�3cs2�

合　　　　　計 �148，436 ��3��3ss"�150，164 ��sH�3C#��
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〔事業計画〕

1．展示活動

事　業　名 弍ｨ����ｭB�主　　な　　展　　示　　内　　容 

常　　　設　　　展 ��l階自然展示室は郷土の自然、2階人文展示室は郷土の 

あゆみと美術工芸について展示。刀剣コーナーは年4回 

展示替えを行う。 

特別展・記念展 「ふるさとの木の 滴��#8�ﾃh���b�x�����ﾃ��繧����纔�ﾃ����#B�ろくろで引いた椀や盆などの木地師の作品や道具、及び 

文化一木地師の技 剏ｻ代の木工クラフト製品を展示し、木地師の技と伝統を 

と現代木工クラフ トー」 「．ふるさとの哺乳 剌ﾐ介する。 

県内で生息する様々な哺乳動物を展示し、その分布状態 

動物」 凾竦ｶ態について紹介する。 

「鹿児島－その白 剪u県120年・岐阜県鹿児島県姉妹盟約20周年記念展。魚 

然と歴史」 刮﨤ﾞ・植物などの自然資料、土器・陶磁器・遺墨などの 

人文資料を展示し、鹿児島の自然と歴史を総合的に紹 

介する。 

資料紹介展 「昆虫の世界」 ��(���(�ﾃ���#b�県内の様々な昆虫を展示し、その分布・特徴を紹介する。 

特別陳列 「学校宝物展」 �(���(�ﾃ8��3��県内高等学校・特殊教育学校で収集保管されている、貴 

重な資料を展示紹介する。 

企　画　展 「濃尾大震災100 塗���綛�ﾃh���b�����H�ﾃ���#2�岐阜県・岐阜新聞・岐阜放送主催。県内各地の濃尾大震 

年のすべて展」 剄ﾐの被害資料を展示紹介し、防災意識を高める。 

「森の文化展」 刳�血ｧ主催。木材や木工製品、森林に関する資料を展示 

し、森林が人々の共有財産であることを紹介する。 

スタディ・コーナー �-8.�+8,h,ﾈｮ)���9�ﾙ��(��8�SHﾈ��ｨ��ｯ)Xﾈﾊx,ﾈ6�8x4X�店�Shﾈ��ｨ��+ﾒ�

ベられる「きのこ」（7・8月）、石灰岩の世界（9・10月）、岐阜県の 

留鳥（1）（11・12月）、岐阜県のスミレ（1・2月）、くらしの中の石（3・ 

4月） 

2．教育普及事業

事　業　名 内　　　　　　　　　　　容

特別展講演会

記念展　講　演　会

文　化　講　演　会

記念展講演会

岐阜県における木器文化　飛騨民俗学会会長　角竹　弘氏

山に生きた人々一木地師について一

日本木地師学会会長　杉本　書氏

身近にいる哺乳動物　奈良教育大学助教授　前田喜四椎貝

岐阜県下のサルと人　　名古屋学院大学教授　贋瀬　鐘氏

海を渡る蝶一渡瀬線と生き物たち一

鹿児島県立博物館長　福田晴夫氏

（友の会共催）

近代日本を築いた鹿児島県人

鹿児島大学助教授　　原口　泉氏
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事　業　名 弍ｩ?｢�対　象 �.�R�内　　　　　　　　　　容 

県博日曜講座 　′′ 特別講座 滴��#��／」革靴止一段 ��石のふしぎ 

6／9 �ｨ��L｢�弍)Xﾈﾊx,ﾉm�&韈B�

7／28 傅ﾈｧy�h決�8自L｢��ﾈ�ﾂ��ﾈ�ﾂ�自L｢��b�抦ｧy�h決�8自L｢��b����ﾂ��b�仆�{8,ﾉ�h*ｸ,H*(+ﾘ+�.ｲ�

県博日曜講座 ′′ 〃 〃 〃 ′′ ′′ ′′ 嶋�紕�剴y器の見分け方 

8／25 劍-8.�+8,h,ﾉ､ﾙ?ｹ:饂��

10／20 劔K��ﾈ,ﾉ�(､R�

10／27 劍臺h�Lｸ,ﾈﾆ��ﾈ,iJﾙ5r�

11／24 劍�髯8x,ﾈ､ﾂ�

1／12 劍ﾚ�(�,i�ﾈ,h,ﾈ*�*�.ﾘ.��

1／26 劔78�8,i�R�

2／9 劍-ﾈ+H.x.ﾘ+X*)��Z��

自　然　観　察　会 滴��#��小学生以上一般 鉄��ﾂ�観察のこみちの樹木をしらべよう（グリーンアドベ ンチャー事業） 恐竜のふるさとをたずねよう宿泊：白川郷ロッジ 　〃 

ジュニア恐竜探検隊 嶋��8�ﾃB�������������繧�親子 〃 鉄��ﾂ��ﾈ�ﾂ�

〃 自然観察会 〃 〃 ′ノ 剞e子・一般 ′′ ′′ ′」単生以上一般 �3��ﾂ�������ﾈ�ﾂ��ﾈ�ﾂ�水生昆虫を調べよう 

9／16 劍ｬ��,ﾈ+�-ﾘ+�,ﾈ�m�/�+(-x.h*B�

9／23 劔��,ﾈﾚ�(�/�+(-x.h*B�

3／1 劔nﾉ+�/�-ﾘ.h*B�

親子教室 〝 ′′ ／／ ′′ ／′ ／′ ノ′ ノ′ ノ′ 店��2�親　子 �3��ﾂ�������ﾈ����b����ﾂ�S��ﾂ��ﾈ�ﾂ�3��ﾂ�6ﾘ6ﾒ�6ﾘ���やさもの1（土器・はにわをつくろう） 

6／2 ��Y�x�X自L｢����Z蔚ygｸ/�,(*ﾘ.ｸ*B�

6／16 ��X����ﾈ�ﾂ��b��X���X自L｢��ﾈ�ﾂ��X����ﾈ�ﾂ��.(+8.�,ﾃ(��?ｩw�V�/�,(*ﾘ.ｸ*H耳郢IH�｢�

8／11 劍懆*�+�+Xｮﾘ/�,(*ﾘ.ｸ*B�

9／1 9／15 劔'ﾈﾝxﾔ���4ｨ�Y'ﾈ,h/�-ｨ/�,(*ﾘ.ｸ*H�｢�����'ﾈﾝxﾔ育I�靈I[iu倩��m���.ｨ/�,(*�,�,H.�,ﾈ/�,(*ﾘ.ｸ*H����｢�

9／22 劍���ﾈ����������������(�"�

12／1 劔LX柯�僖陞ｨ�8/�,(*ﾘ.ｸ*H�｢�

12／／8 12／15 劔�ｨ,8*ﾘ.���,(*ﾘ,�,Ivx+�.h*H�｢�����'ﾈﾝxﾔ育I�靈I[iu倩��.ﾘ.xﾝxﾔ���+X-�,�.ﾘ/�,(*ﾘ.ｸ*H�｢���.ﾘ.xﾝxﾔ育I�Ynﾉ�ﾘｷh���

写　　　生　　　会 �(���b�lj厚生以上一般 �����ﾂ�博物館資料をかこう（甲高・土器・烏・動物など） 

ふ　る　さ　と　探訪 �8���R�親千・一般 �3y�ﾂ�宙木城をたずねて 

民　俗　芸　能 店�紕�一　般 ��関孫六太鼓（雨天5／6順延） 
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Ⅲ　平成2年度のあゆみ

職　　　名 倩�����kﾂ�職　　名　！氏　名 

館　　　　　　　　長 ����:������ﾔｲ�〔学芸部〕 ��

次長（兼）総務課長 �'ﾈ岑�2�Y�69�9u��学　　芸　　部　　長 ��H���X��諟��&｢�

〔総務課〕 刮ﾛ長補佐（兼）人文係長　　安　藤＿　和　男 

総　　務　　係　　長 刮ﾛ　　長　　補　　佐　　尾　関　　　章 

主　　　　　　　　任 伜(��ﾏｸ��ﾔ������〃　　　　　　　　川　瀬　善　忠 

主　事 〃 〃 技　師 刎���ﾊ����ﾘ��k��〃　　　　　　　　安　田　　　守 

吉　田　明　美 乂x����ﾇﾈ����皦����饕�今　津　利　治 

鈴　木　猿　久 �ｹ+y^(ﾛ(�佶8�ｨ齷�(ﾅy+r�国　光　正　宏 

林　　　作　男 �ｸ����+x����^(����ﾛ"�i遠　藤　俊　治 

業務嘱託員 ′′ 〃 〃 〃 ／′ �����皐��ﾆ������〃 �(h��8x���������

三　浦　佳　子 乂x����ﾇﾈ����皦����馼����ﾎ8��:����ﾘ��k��

土　田　みゆき 乂xﾇﾈ�ｩ�X醜�店�����ﾈ�ｨ��+x��Oh������'��

島　戸　由里子 �ｹ+y^(ﾛ(�佶8�ｨｻ8孜X�ｷ佛y+x����g���YH������i��

青　木　千　真 乂x����ﾇﾈ����皦����馼�����X��[ﾘ��ﾘ(��謦�

藤　井　敬　子 乂x��ﾇﾈ���ｨ���X��醜�����X���(�����爾�

〃　　　　　　　　近　藤　普　潤 

〔日誌抄〕

転出　課長補佐（兼）総務係長　福田　正美

学芸嘱託員　　　　　　　長谷川道明

平成2年度
4・1「岐阜県博物館報」第13号発行

〃　「博物館だより」第41号発行

22　博物館友の会総会
〃　自然観察会「水生昆虫を調べよう」

23　岐阜県恐竜化石保存等連絡協議会

岐阜県恐竜化石学術調査推進委員会
24　特別展「輪中と治水」開場（6月17日

まで）

29　日曜講座「化石を調べよう」

－12－

転入　総務係長　　　　　　　　武田　正雄

課長補佐　　　　　　　　安田　　守

学芸嘱託員（5月11日）　長尾　　智

5・3　親子教室「やさもの1（土器・はにわ

などをつくろう）」

5　日曜講座「輪中の生活と知恵」

6　民俗芸能「関孫六太鼓」

7　岐阜県博物館協会通常総会

13　特別展講演会「輪中と治水一洪水と人

間の相克の歴史－」
17　平成2年度四館会議

27　特別展講演会「木曽川上流改修工事と

犀川事件」



6・3　親子教室「植物標本をっくろう」

10　日曜講座「治水に尽くした人々」

24　日曜講座「古鏡の魅力」

7・1親子教室「やさもの2（日用品をつく

ろう一輝柚）」第1回

2　恐竜足跡化石レプリカ記者内覧会

8　親子教室「やぎもの2（日用品をっく

ろうー施粕）」第2回
10　特別展「白山の自然」開場（9月9日

まで）
′′　恐竜足跡化石レプリカ除幕式

13　自然観察のこみちにグリーンアドベン

チャー標識設置（財団法人青少年交友

協会からの寄付）
15　特別展講演会「日本の高山生物と白山」

22　日曜講座「白山の昆虫」

25　岐阜県博物館協議会

会長に土屋斉氏決まる

諮問「新しい時代・県民のニーズに
対応できる博物館の在り方について」

答申文作成のため当協議会に専門部

会設置
29　特別展講演会「白山火山について」
′／入館者130万人達成

8・4－5

自然観察会「白山の自然を訪ねて」
9　移動展「ふるさとの植物と動物たち」

（飛騨・北アルプス自然文化センター
～21日）

12　親子教室「火おこし器をつくろう」

19　日曜講座「白山の植物」

24　移動展「ふるさとの植物と動物たち」

（小坂町益田北部山村開発センター
～9／2）

26　親子教室「竹細工（笛・竹とんぼなど

をっくろう）」

9・2　日曜講座「手取層群と恐竜」

16　自然観察会「秋に鳴く虫とその仲間た

ち」

20　岐阜県博物館協議会・第1回専門部会

10・14　ふるさと探訪「金生山の化石とカルス

ト地形を訪ねて」

17　特別展「濃飛の仏像」開場（11月18日

まで）

梶原知事あいさつ
28　特別展講演会「日本の仏像の魅力」

30　岐阜県博物館協議会・第2回専門部会

31岐阜県恐竜化石保存等連絡協議会
11・3　県博友の会主催第1回文化講演会

「歴史小説の可能隆一蒙古襲来をめぐっ

て－」

11特別展講演会「岐阜県の仏像」

1311月12日月曜日に「即位の礼」につき

開館したため振替休館
12・2　親子教室「版画（年賀状をっくろう）」

5　岐阜県教育公務員弘済会より文化施設

助成として「菊花石」1個贈呈
9　親子教室「凧づくり（っくって揚げよ

う）」

14　資料紹介展「貨幣」（1月27日まで）

16　親子教室「わら細工（しめなわをつく

ろう）」

20　岐阜県博物館協議会

「新しい時代・県民ニーズに対応で
きる博物館の在り方について」答申

1・20　日曜講座「貨幣の歴史」

2・10　資料紹介展「人と石とのふれあい」

（3月31日まで）

17　写生会「博物賠資料をかこう」

24　自然観察会「野鳥をみよう」

3・3．ふるさと探訪「前期古墳を訪ねて一一束

之宮・昼飯大塚古墳など－」
i藤 ��∴ ��∴十 ／tiri ＼声 仗��ｲ�一一∴1●言 説／ ��X���＼． ��∴十 壇上塙 擁i・9， －㌦己－ 

＼ 劍�h������b�ｬ��

i晴 ∴：； 劍�h����������、i 鰹 豫B�

‡ 儺ｨｿ����総 探 剪�

端 �� ��ヽ ���� � 

溜＿i �� ��

諏（－1寄 剪�

14　平成2年度岐阜県博物館協会常任理事会

20　岐阜県博物館案内標識を設置

24　自然観察会「春の草花」

29　特色ある企画と高齢者・障害者に配慮

をした特別展に対し知事より親頼誇賞

受賞
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〔実施事業の概要〕

本館を全面的に見直すために、博物館協議会

に対し「新しい時代・県民ニーズに対応する博

物館の在り方」について諮問した。中間答申に

は、当面する課題と長期的課題とにまとめての

提言が盛り込まれた。平成3年度には見直し調

査事業に着手することとなる。また、開館15周

年を期して、博物館育ての親棚橋源太郎先生の

調査研究にかかわる検討を始めた。年度頭初に

は喫茶室を自販機コーナーに改変、年度末には

案内標識を県道百年公園線口に設置した。

入館者数は71，176人、前年を15，285人超過。

1．調査研究活動

調査研究活動においては、岐阜県恐竜化石学

術調査団（事務局・本館）が発足、白川村大白

川流域を中心に調査、成果を上げていることが

特筆される。人文・自然両分野の既設テーマの

追究も進捗、特別展や報告書に÷端を発表した。

2．展示活動

特別展は「輪中と治水」「白山の自然」「濃

飛の仏像」、資料紹介展は「貨幣」「人と石と

のふれあい」をタイトルに開催、いずれも好評

を博した。特に、「濃飛の仏像」展においては

文化庁の後援を得て42体の仏像を公開、入館者

が1日平均773人に及んだ。高齢者や身体障害

者の方々を全職員が自動車で送迎、不便をしの

いだ。ただし、資料紹介展において、展示資料

の5割以上を借用に頼ることとなり、この見直

しが必要となった。（下表参照）

3．資料収集活動

資料収集においては、恐竜足跡化石複製（3

×7m）のほか動植物の剥製・複製を購入、ま

た、例年と同様動植物の標本製作に努めた。さ

らに、昆虫標本（415箱）、菊花石、恐竜足跡

化石複製（2．5×1．6m）、植物名称パネル（40

本）、刀剣関係書（27冊）、図録『岐阜県の仏

像』等多数の寄贈を受けた。一方、人文分野の

寄託・借用資料の返却を求められ、この分野の

対策が緊急の要となった。

4．教育普及活動

教育活動においては、学芸部職員が直例の講

座のほかに各機関の講演等の要請に多く応えた

ことが挙げられる。さらに、広報活動を含めそ

の対象機関を広げ、方法を工夫して展開した。

特別展の招待券発行、開場式への小学生招待も

その例である。一方、図書資料の増加に伴い、

図書資料室の拡張が3年度の課題となった。

事　　業　　名 弍ｨ����ｭB�主　な　展　示　内　容 �?ﾈｭ倆)�B�

常　　　　設　　　　展 僖隴B�1階自然展示室は郷土の自然、2階人 文展示室は郷土の歩みと美術工芸。刀 剣コーナーは年4回展示替え。 都��3�sb�

特　別　展 ・輪中と治水 滴��#X�ﾃh���r�西南濃地方の水との闘いを通して、輪 中地域の特色と人々の願いや生活・文 ��h�3�Sb�

・白山の自然 度�����ﾃ��纈�化を紹介。 実態調査と収集した資料に基づき、白 山の豊かな自然を総合的に紹介。 県内の優れた仏像42体を中心に彫刻美 術に視点を当てて紹介。（関連事業： 安田掌石氏コレクション展） ����3SSB�

・濃飛の仏像 ������x�ﾃ��������#(�3C#b�

資料紹介展 ・貨幣 ��(���H�ﾃ���#r�日本で用いられた貨幣等7，000点を紹介。 �8�3�S��

・人と石とのふれあい �(�����ﾃ8��3��暮らしの中の岩石220点を紹介。 度�3����

移　　　　動　　　　展 嶋�纔�ﾃ���#��動植物を押し葉・剥製標本で紹介。 飛騨・北アルプス自然文化センター �8�3cC��

8／24－9／2 傅ﾈﾞ)*ﾈ擁69fｹYH�)�ｨ､ｩJﾘ5ｨ985��ｲ�627 
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〔常設展〕

1．刀剣コーナー

当館では、人文展示室2に刀剣コーナーを設

け、美濃の刀剣を中心に展示している。2年度

は、人文展示室2を秋季特別展「濃飛の仏像」

の展示会場にあてたため、10月2日から12月2

日まで人文展示室2の常設展示はできなかった。

したがって、例年は4回展示替えを行っている

が、2年度は3回とした。2年度の年間展示資

料は下記のとおりである。

第　1　期 ��h����(����ｯ｢�第　　3　　期 

平成2年5月7日 兌ﾙ�ﾃ)D��(ﾈ�)?｢�平成3年1月28日 

～平成2年10月1日 ���[ﾙ�ﾃ9D��ﾈ�#y?｢�～平成3年3月31日 

刀　無銘　志　　　　　　　津 �8���k9l���躪��������������,2�刀　無銘　志　　　　　　　津 

刀　無銘　直　江　志　津 �8���k9l���+ﾈ��ﾕﾘ��躪��,2�刀　無銘　直　江　志　津 

刀　　銘　濃州赤坂住兼元 �8�����l���Eｨ�)�Hﾞ(�ﾉ8ﾋ2�刀　　銘　濃州赤坂住兼元 

太刀　銘　兼　　　　　　光 ���8���l���ﾉ8������������ﾏR�太刀　銘　兼　　　　　　光 

刀　　銘　兼　　　　　　　道 �8�����l���ﾙ��������������ﾒ�短刀　銘　兼　　　　　　貞 

短刀　銘　兼　　　　　　　直 ���8���l���Fx��[ﾘ��ﾗ8�����刀　　銘　濃州関住兼定 

脇指　銘　兼　　　　　　　九 刎X輾��l���$���Fx��荿��ｶx��;��刀　無銘　志　　　　　　　津 

脇指銘兼　　営 脇指銘若狭守氏房 �%ｩ8���l���ﾉ8������������.R�刀　　銘　兼　　　　　　　友 

2．スダチ●ィーコーナー

動物・植物・地学の各分野ごとに、輪番でト

ピック的な問題を取り上げたり、小さなテーマ

を設定したりして資料を紹介している。

「ふるさとの化石－新生代」……3月～4月

瑞浪層群産出の貝、サメの歯の化石など、新

生代の化石について紹介。

「岐阜県のヘビ」・…‥5月～6月

ジムダリ、シロマダラ、ニホンマムシなど県

内に生息する8種類のヘビすべてを骨格、液浸

標本を用いて紹介。

「百年公園のきのこ」……7月～8月

百年公園で見られるきのこ（菌類）を写真パ

ネル、乾燥標本、液浸標本を使って紹介。マツ

タケをはじめ食用・有毒種32種を展示。

「ふるさとの地下資源－金属鉱床」
……9月～10月

神岡鉱山から寄贈を受けた閃亜鉛鉱など、主

に金属鉱石を多数紹介。

「，ふるさとの冬鳥」……11月～12月

ふるさとの烏シリーズの第1回目として、冬

鳥を取り上げた。冬期県内の河川、湖沼で見ら

れるガンカモ類を中心に紹介。

「岐阜県のネコノメソウ」……1月～2月

岐阜県産ネコノメソウ属の全種（11種6亜種）

をカラー写真付膳葉標本と写真パネル、分布図、

鉢植えの実物によって紹介。

「，ふるさとの岩石－堆積岩」……3月～4月

日本最古の礫を含む礫岩や、放散虫化石を含

む頁岩など、県内に分布するいろいろな堆積岩

を紹介。
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〔特別展〕

1．輸中と治水

4月25日（功一6月17日（日）

岐阜県は、「飛山濃水」の言葉で端的に表現

されるように、飛騨国は山、美濃国は水が歴史

文化形成の上で重要な役割を果たしてきた。特

に美濃の西南濃地方の人々は、低湿で広大な濃

尾平野を流下する木曽三川の多量の水との相克

の中で、「輪中」という独特な形態を生みだし

てきた。輪中地域は、木曽三川の豊かな水の恩

恵を受ける反面、生命財産を一瞬の内に奪い去

る洪水の脅威と対時して生きていかざるを得な

い宿命をもっている。それ故に人々は絶えず水

とのかかわりの中で、社会生活を営んできた。

今回の特別展では、往古から近現代に至るま

での間の輪中地域の変遷を治水という視点から

とらえ、この地域に形成された独特な歴史文化

を紹介した。

＜展示構成の概要＞

（1）西南濃地方の自然

美濃と尾張にまたがる広大な濃尾平野の中下

流域にあたる西南濃地方には数多くの輪中が形

成された。この地方に輪中という独特の形態が

形成されたのは、木曽三川が網目状になって合

流する地点であったことや、濃尾造盆地運動に

よって今なお沈下している所であるなどの理由

からである。こうした輪中形成の自然的要因を、

地質標本、地形・地下模式図や降水量グラフな

どで紹介した。

（2）輪中への歩み

このコーナーでは、低湿地であった西南濃地

方へ人間が生活の場を求めてから、輪中が形成

綴灘撥織田iii1－1 
高 　葦“i‾ii‾i‾鷲 

日豊 剔y 

▲堤防の変遷模型展示風景
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▲堀田と田舟（河合華氏撮影）

されるまでの歩みを紹介した。この地方からの

出土品や堤に関する古文書・地図とともに、自

然堤防・尻無堤・潮除堤・霞堤などの模型でわ

かりやすく理解できるようにした。

（3）輪中の成立と発展

輪中が成立したのは江戸時代初期である。輪

中地域を代表する高須輪中と大垣輪中をもとに

成立と発展の様子を示した。輪中の成立を類推

できる絵図・古文書を展示するとともに、輪中

が水防共同体としての機能をもつものであった

ことを示した。また水害が多発化する中で、人々

の治水への取り組みが積極的に行われた。宝暦

治水と堀田の造成・水屋の建築を象徴的に紹介

した。

（4）輪中の近代化

水害の根本的解消をめざした木曽三川分流工

事の概要と、それに尽力したデレーケ、片野万

石衛門、金森吉次郎、山田省三郎の業績を地図

や遺品をもとに紹介した。

（5）輪中の生活

農業、漁業、日常生活の様子を民具や写真資

料を通して紹介し、輪中の人々の生活の知恵を

解説した。

＜関連事業＞

○特別展講演会

「輪中と治水一洪水と人間の相克の歴史－」

5／13（日）　花園大学教授　伊藤安男氏

「木曽lI止流改修工事と犀川事件」

5／27（日）　郷土史家　　　後藤時男氏

○県博日曜講座

「輪中の生活と知恵」

5／5（祝）片野記念館長　片野知二氏

「治水に尽くした人々」　　6／10（日）



2．白山の自然

7月11日（火）～9月9日（日）

岐阜県は、山紫水明の県土で自然が大切に守

られている。その中で、高山帯を有する白山は、

ここを分布の西南限としている高山植物が多く、

植物分布上重要な山である。また、白山地域に

は、ブナの原生林が豊かにあり、大小様々な動

物が見られる日本有数の動物の生息地でもある。

白山の山頂部には、白山火山の変化に富んだ

火山地形が見られる。また、白山地域には、中

生代の手取層群が広く分布している。この地層

は、多くの動植物の化石を含み日本の古生物学

が黎明期にあったころから研究された地層であ

る。しかし、近年この地層から恐竜の足跡化石

などが発見され、全国的に注目されている。

このような豊かな自然は、長い歴史的所産で

あり、先祖が大切に残してきた文化遺産ともい

える。

この特別展では、実態調査と収集した資料を

中心に、動物・植物・地学の各分野の資料770

余点を総合的に紹介し、「美濃の白山」への理

解と、「自然との触れあい」を深める一助とな

ることを意図して企画した。

＜展示内容＞

展示は、次の3つのコーナーで構成した。

（1）白山賛歌

白山地域の自然への導入として、地形・地質・

気候・風土について、地形模型、特徴的な岩石・

鉱物、民具などを展示した。

閣　∵∴　∴畦 

（2）白山の化石と岩石

恐竜の足跡化石や動植物化石と岩石資料を通

して、この地域の自然史を紹介した。また、二

重山稜や大窪沼の調査研究成果についても展示

した。

（3）白山の生物

このコーナーは、白山の動物（哺乳動物、鳥

類、昆虫など）、白山の植物（ブナ林、高茎草

原一白山のお花畑）、白山の菌類、白山の名を

もつ生物、ブナ林の生態ジオラマより構成し、

自然史的観点のほか人々の暮らしとのかかわり

も明らかにすることを展示の目的に含めた。そ

のため、標本の展示だけでなく、解説パネル、

生態写真、拡大写真、人々の暮らしでの使い方

など多くの補助資料を用い、楽しく、親しみや

すい展示となるよう留意した。また、それを通

して、自然の意義と自然と調和のとれた生活の

大切さを訴えた。

○動物部門の展示

主にブナの原生林に住む動物と高山帯に住む

動物に分けて展示し、白山の動物相の特徴や、

高山帯の意義を浮き彫りにする展示とした。

○植物部門の展示

ブナ林の意義、白山の生物分布上の特徴、菌

類の分解者としての意義など、白山の特徴と自

然の大切さを展示に生かした。

○白山の名をもつ生物

白山の山の名にちなんで名付けられた生物が

50種ほどある。そのうち24種を紹介した。

＜関連事業＞

○特別展講演会

「日本の高山生物と白山」

7／15（日）名古屋女子大学教授佐藤正孝氏

「白山火山について」

7／29（日）石川県白山自然保護センター

専門研究員　東野外志男氏

○県博日曜講座

7／22（日）「白山の昆虫」8／19（日）「白山の植物」

9／2（日）「手取層辞と恐竜」
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3．潰飛の仏像

10月17日休〉～11月18日（日）

畿内に近い郷土岐阜県は、早くから中央文化

の影響を直接受けてきたため、仏教文化をはじ

め歴史的・芸術的にも優れた文化財が数多く伝

えられてきた。

仏教が岐阜県全般に広まったのは、平安時代

になって新仏教がその勢力を地方にのばしはじ

めたころからである。このころには全県下にわ

たりかなり多くの寺院が建立された。その歴史

を示すかのように、県内には平安時代の仏像を

はじめとし、優れた仏像・仏画などが広範囲に

数多く現存している。

長い歴史を経てきたこれらの仏像は、様々な

姿・形をしており、その背後にはそれを造り、

守った人々の深い願いがある。仏像は信仰の対

象として、人々の心の支えとして、生き続けて

きたふだん鑑賞することのできない貴重な資料

である。

本展では、県内に保管されている優れた仏像

の数々を彫刻美術に視点をあて、そのすぼらし

さを紹介するとともに、本展を通して、先人た

ちの心のよりどころであった仏像に親しみ、仏

像を理解し、さらに郷土の歴史・文化について

も理解していただく一助になるよう企画した。

＜展示資料数＞

国指定重要文化財仏像17姫

国指定重要文化財仏画　2幅

県指定重要文化財仏像17姫

市町村指定・無指定仏像　8姫

その他当館所蔵複製仏像　9姫

造像模型（奈良博所蔵）12姫

造像模型（山崎隆之氏蔵）5躯

、‘∴∴－ ��；● 

綴緩l昔景罵愚案弱覇 
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＜主な展示構成＞

○いろいろな仏像

「如来・菩薩・明王・天」の4種類に大別し、

仏の役割、形の特徴、材質と技法、様式の移り

変わりに視点をあていろいろな仏像を紹介した。

○時代ごとに見る県下の仏像

国・県指定重要文化財の仏像をはじめ、県下

各地に保管されている優れた仏像を時代ごとに

紹介した。

＜本屋の特色＞
・文イL庁後援のもとに重要文化財の仏像が一挙

に公開されることは本県においでは初めてのこ

とであり、このような大規模な展覧会に対して

全国的な注目を集めた。
・門外不出の仏像や学術上注目される仏像が間

近に拝観できる絶好の機会であったことから近

年にない多くの入館者を記録した。
・高齢の入館者が多かったため、会期中毎日担

当者と解説員でわかりやすい解説に心がけた。

また、当番を決めて博物館職員が車で老人の送

迎に努めた。

＜関連事業＞

○特別展講演会

「日本の仏像の魅力」　10／28（日）

成城短期大学学長　清水眞澄氏

「岐阜県の仏像」　　　11／11〈日）

岐阜市文化財審議委員　吉岡　勲氏

○資料紹介展「安田肇石コレクション」

安田撃石氏の寄託資料も含め特別展示室に仏

像・仏画約80点を紹介した。

O「岐阜県の仏像」出版

県内の国重文仏像と展示した仏像及び安田コ

レクションを収録。B5版総カラー144ページ。



〔資料紹介展〕

1．貨幣

12月14日給）～1月27日（日）

貨幣は、自分の物と他人の物を交換して欲し

い物を手に入れるようになった時、交換の仲立

ちとして生まれた。当初は、交換される物と等

価な商品（稲、矢じり、布、砂金なと）が多く

用いられたが、後に金属が貨幣として優れだ性

質をもっていたため、広く用いられた。

日本では708年に和同開称が鋳造されてから

現在に至るまで、様々な貨幣が使われてきた。

奈良～平安時代の皇朝銭、平安～江戸時代初期

の宋・元・明などからの渡来銭、江戸時代の金

貨・銀貨・銭貨や藩札など、明治以降の近代貨

幣など、多種多様である。貨幣単位、名称、形

態も時代によって大きく変わっている。貨幣は

まさに「その時代を写し出す鏡」であり、時代

とともに生きた貴重な文化遺産でもある。

当館では、平成元年度に県内のコレクターか

ら多数の貨幣関係資料の寄託を受け、資料紹介

の準備を進めてきた。今回の資料紹介展では寄

▼展示風景I

ー ��．千　言 

謹 ��〉 
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▲享保大判（万延書き）

託資料・館蔵資料を中

心にして、日本で使用

された貨幣を時代こと

に分けて展示したが、

展示構成上一部資料を

借用せざるを得なかっ

た。この展示を通して

貨幣の変遷を知るとと

もに、貨幣を通してそ

の時代の政治経済や文

化世相を見つめ、貨幣の果たした役割を考える

機会になることを意図した。

＜展示内容＞

I　古代・中世の貨幣

物品貨幣（6種8点）、古代中国の貨幣（5

種20点）、皇朝銭関係（15種22点）、渡来銭

（69種460点）、戦国時代の貨幣（8種16点）を

展示し、日本では貨幣が中国と大きなかかわり

をもっていたことを紹介した。

Ⅱ　江戸時代の貨幣

大判・小判などの金貨（21種70点）、銀貨

（15種74点）、銭貨（38種108点）の外、藩札類

（60種85点）を展示して、貨幣制度を示すとと

もに、幕府や藩が貨幣改鋳や藩札の発行を通し

て財政難を切り抜けようとしたことを紹介した。

Ⅲ　明治以降の貨幣

硬貨類（42種571点）、紙幣類（38種77点）

を発行年順に展示し、材質や図案（肖像、紋様、

文字など）の移り変わりから、時代相がわかる

ようにした。

Ⅳ　貨幣と人々のくらし

このコーナーでは貨幣にかかわる物（財布、

銭刀など）を30種230点、記念硬貨27種252点を

展示し、貨幣と生活の結びっさの深いことを紹

介した。

なお、同種の貨幣でまとまって展示をした資

料を1点と数えると、総数34，076点、その他貨

幣入り額9点、写真パネル11点を展示した。

＜関連事業＞

○県博日曜講座　1／20（日〉「貨幣の歴史」

○配布資料　　　　パンフレット「貨幣の歴史」
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2．人と石とのふれあい

2月10日（目上′3月31日（日）

私たち人類は、先史時代の遠い昔から石で作っ

た用具を暮らしに用いてきた。科学技術が進ん

だ今日、石は様々な姿で私たちの暮らしを支え

ている。二十一世紀においても、石は資源とし

てますます重要になると思われる。

ふるさと岐阜県は、先史時代の石器に使われ

た下呂石（石英安山岩質の溶岩）、漆喰・肥料

の原料となった石灰岩、墓石・土木建築用材な

どに使われた花崗岩、銀・錫などの鉱石など、

様々な石を産出している。現在岐阜県は、最新

の技術を生かした大理石・石灰・金属鉱業やセ

ラミックス工業など石の産業が盛んである。

この資料紹介展では、先史時代の石器から現

代科学の生み出した石製品まで、主に、ふるさ

との石と製品を展示する。石のもついろいろな

性質を調べ、私たちの生活と切っても切れない

関係にある石について、自然科学の立場から明

らかにしてみたいと考え、この資料紹介展を企

画した。

＜展示内容＞

この資料紹介展は、実物資料数約400点、解

説パネル11点、写真バネIレ14点、模型3点を展

示した。

展示は、次の4コーナーで構成し、楽しく、

わかりやすい展示となるよう留意した。

（1）いろいろな石

この資料紹介展の導入部として、このコーナー

を企画した。展示資料は、石のモチーフ、鍾乳

石、紫水晶の晶洞、ふるさと岐阜の水石（趣味

の観賞石）や石製品によく使われている石を中

心に展示し、石に親しむ人々の様子や岩石、鉱

物の基本事項を紹介した。
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（2）硬く、重く、美しく、朽ちない石

このコーナーでは、暮らしの中の石製品を紹

介する中で、人々がそれらの製品に託した願い

や、石質、岩石名、加工法などを明らかにする

ことを意図し、歴史性も加味しながら石器、硯、

文鎮、花瓶、砥石、火打ち石、狛犬、道祖神、

女神像、宝石、絵具など多数展示した。

∴ � ����
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（3）産業資源の石

石から金属を取り出すことを知った人類は、

金属の使用によって生産性を飛躍的に高め、今

日の文明を築いてきた。この様子を神岡鉱山の

操業の様子やテレビ受像機とそれをっくる鉱物

などで紹介した。また、肥料、セメント、製鉄、

食料など極めて多分野で大切な原料として使わ

れている石灰岩や、容器の分野で欠くことがで

きない陶磁器の原料などを紹介し、石の姿を留

めていない石を紹介するコーナーとした。

（4）新時代の石

陶磁器は、さびない、燃えない、硬い、形を

つくりやすいなどの優れだ性質をもっている。

しかし、石本来の性質を十分に発揮していない。

そのため、高純度の原料を精密に成形し、よく

制御された焼成法で焼成して、高度の寸法精度

でファイン・セラミックス製品をっくる技術が、

近年確立されてきた。

ファイン・セラミックスは、アルミナ、窒化

珪素、ジルコニアなど様々な人工原料を使って

つくれられたもので、高純度物質のもっ優れた

特性のほとんどが生かされ、I C基盤などの半

導体製品や包丁・ハサミ・ガスセンサー・宝石・

繊維・自動車のエンジンなど極めて多方面に利

用できる石器である。

このコーナーは、新時代における石の活用を

考える機会となるよう意図した。



〔調査研究・資料収集活動〕

－自然部門－

1．調査研究

動物分野

（1）白山、恵那山の調査及び資料収集

小型哺乳動物と昆虫類に重点を置き、白山東

斜面及び恵那山黒井沢登山道沿いを調査した。

＜収集した主な標本＞

アカネズミ、ヒメネズミ、ヤチネズミ、スミ

スネズミ、ヒミズ、ホンシュウトガリネズミ、

ハクサンマイマイ、キオビクロスズメバチ、ベ

ントンモリヒラタゴミムシ、コホソクビゴミム

シ、ホソサビイロモンキハネカクシ、ホソヒラ

タシデムシ、ウスイロオサンデムシ、ムナグロ

ホソツヤシデムシ、ルイスチビシテムシ、ヒロ

バネヒナバッタ、カマドウマ

（2）県内鳥類調査

百年公園内におけるホオジロの繁殖期のなわ

ぼり、美濃地方のカラスの埠など県内で見られ

る鳥類の生態調査を行い、鳥類のスライド30点

を収蔵した。

植物分野

（1）白山植物分布調査及び資料収集（5月～11月）

ワリ谷、間名古谷入口、大白川～大倉山、白

山平瀬道、自山南縦走線（油坂ノ頭一天池の北）

において、資料収集・植生調査・写真撮影を行っ

た。資料収集は、ハクサントリカブト、ハクサ

ンタイゲ羊等14種、ネコノメソウ属3種、スゲ

属22種、スミレ属6種、カンチコウゾリナ、菌

類73種以上であった。また、植生調査は白山南

縦走線の油坂ノ頭、天池の北で行い、この結果

は「調査研究報告」で発表。撮影写真は、特別

展図録「白山の自然」に活用した。収集資料の
一部は特別展資料とした。

（2）スゲ属植物標本の収集と資料目録作成

岐阜県産スゲ属植物の調査にかかわり、本県

産のほとんどを収蔵・登録した。その総数は約

800点になる。また、そのため乗鞍岳のカヤツ

リグサ科スゲ属、イネ科植物の収集も行った。

結果は「調査研究報告」で発表。

（3）ネコノメソウ類、菌類その他の資料収集

昨年度に引き続き、県内各地で各種の植物資

料を収集した。ネコノメソウ類の調査収集にあ

たっては、新たにチシマネコノメソウとキバハ

ナネコノメを県内産植物につけ加えた。

地学分野

（1）岐阜県恐竜化石学術調査

平成元年、岐阜県大野郡自川村大白月止流域

で恐竜足跡化石が発見されたのを機会に、本年

度学術調査団が結成された。

調査団は長谷川善和横浜国立大学教授を団長

とした総勢15名で構成された。

調査活動は、足跡化石が発見された大白川上

流域で12日間、ヒプシロフォドンの歯の発見さ

れた荘川村尾上郷流域で3日間行われた。

調査内容は、化石班が動物化石を中心とした

採取、地質班が地質調査およびこの地域の絶対

年代を測定するための岩石の調査、採取であっ

た。

調査結果および成果は、恐竜化石等28点の採

取、大白川上流域の地質図の作成など大なるも

のがあった。

（2）白山の自然調査

特別展「白山の自然」開催に向けて、岐阜大

学小井土助教授の指導のもと、白山の岐阜県側

地域の岩石、地質調査を行った。

この地域に分布している濃飛流紋岩、砂岩、

礫岩など6点を収蔵し、特別展で展示した。

（3）資料紹介展開催準備調査

資料紹介展「人と石とのふれあい」の準備の

ため、神岡鉱山や大理石会社などで、調査およ

び資料収集を行った。

神岡鉱山産鉱石など20点を新たに収蔵し、資

料紹介展で展示した。

－21



2．資料数一覧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成3年3月31日現在）

館　　　　蔵 劔 弍����R�計 

分　野 們���Z��複　製 �ｨｬx�X齪ﾞﾂ�+ｸ,ﾉ�ﾂ�寄贈 （内数） 倆���w��

動　　　物 �3��3��r�16 ��cB�（16，609） ��R�0 �3��3#�"�

植　　　物 ��(�3CS2�44 �����（732） ���0 ��(�3cビ�

岩石・鉱物 �(�3�#R�5 都2�（536） ����0 �(�3�#"�

化　　　石 ���3鼎r�32 �#��（1，068） 鼎r�28 �(�3�sB�

そ　の　他 田2�22 ��c��（21） ���0 �#S2�

計 鼎h�3C迭�119 田�R�（18，966） 塔��28 鼎x�333��

3．資料寄贈者芳名一覧（敬称略・順不同）
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▲珪灰鉄鉱（神岡鉱業株式会社寄贈）

資　料　名、調 剿F　　名 

スクミリンゴガイ外　2 刹{崎　　惇 

海　産　貝　類 �#c��荒古　健助 

イセノナミマイマイ　3 刪ﾉ藤かづゑ 

ヤマタニシ外 途�前田喜四雄 

カ　ラ　ス　ガイ　6 刳％c　利明 

貝　　　　70 剄ｓ〟@利次 

ヒ　メ　タ　ニ　シ　2 剌a谷　充子 

オナジマイマイ外　4 剴�ｺ千鶴子 

カネツケシソミ外　9 刹{崎　　惇 

ク　マ　ゼ　ミ ���赤底　意久 

コ　オ　イ　ム　シ　1 剄�艨@興平 

ギフチョウ外 ��ﾌｨ�｢�太田　　等 

植　物　標　本　267 剴�ｺ　延夫 

薙苔頬標本及び写真 鉄迭�川瀬　仙吉 

キンシゴケの一種外10 刹{崎　　惇 

ヒナ／シャクツョウゾウ ���東山　　照 

県内産植物標本 ��3R�長瀬　秀雄 

方　鉛　鉱　外　30 剞_岡鉱業㈱ 

石　　　　炭 ����中部物産㈱ 

バ　ラ　輝　石 鳴�高橋　克馬 

石材サンプル �"�相聞 

恐竜足跡化石　1 刮~尾　博美 

懸 ��灘纏 迄自H��ﾈ�b��育����

：玉亨．∵ ヽi∴： ��ﾈ6ﾘ6ﾘ����ｨ�ｸ�ｨ�ｨ耳��ﾘ������������� 

II ∴∴ 「∴ 剪�

▲緑鉛鉱（神岡鉱業株式会社寄贈）



－人文部門－

1．調査研究

考古分野

（1慄西の接点としての岐阜県内の前期古墳の分

布傾向に関する調査研究。

（2）平成3年度記念展「鹿児島」に向けての考古

分野に関する調査研究。

歴史分野

○平成2年度資料紹介展「貨幣」にむけての調

査研究。

美術・工芸分野

（1）平成2年度特別展「濃飛の仏像」に向けての

2．資料数一覧

調査研究。

（2）重要文化財に視点をあて「岐阜県の仏像」と

して一冊の書にまとめ出版。また、「胎内銘

文のある仏像」として「調査研究報告」にま

とめる。

民俗分野

○平成3年度の特別展「ふるさとの木の文化一

木地師の技と現代木工クラフトー」に向けて

の調査研究。

＼ 亊��������������������劍妤��w��寄　託 佗b�実　物 兒����ｲ�その他 弍�����>��H�｢�

考　　　古 ���3涛2�166 鉄"�（1，797） 田���186 �(�3涛��

歴　　　史 ���3��2�31　　　122 凵i1，170） �#��145 ���CS�"�

民　　　俗 �(�3����2 湯�（2，019） �#�2�19 �(�3#c"�

美術・工芸 �##R�17 �3r�（171） �#sB�1，251 ���3��B�

そ　の　他 ���0 ���（0） ���1 ���

計 店�3C#��216 �##��（5，157） ���3����1，602 嶋�3Scr�

複製には模型・ジオラマを含む（平成3年3月31日現在）

3．資料寄贈者芳名一覧（敬称略・順不同）

資　　料　　名 �5��B�芳　　名 

ハコダン、厘枠外 湯�白　木　善　雄 

ビデオカメラ、ビデオコーダー外 ��B�県教委社会教育課 

千歯、マンガ �2�木戸口　友　勝 

箪笥 ���河　野　美恵子 

消防ポンプ ���岐阜市三輪地区 

進駐軍キャンディーポールの包紙 ���宮　崎　　　惇 

5人組極帳外古文書等 �����若　狭　和　朋 

▲ハコダン（白木善雄氏寄贈）
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〔教育普及活動〕

1．概略

2年度は、館内の教育活動・広報活動に特に

カを入れた。来館者の増加や催しものへの参加

者増加にささやかながら貢献できたと思われる。

2．教育活動

教育活動の一つとして、日曜日に行っている

様々の催しものがある。2年度も別表のように

行い、延べ2279人もの多くの参加者（1回平均

71人）があった。特別展講演会「日本の仏像の

魅力」は参加者が300人を超え、講堂に入りき

れなかった。また、「やぎもの2（日用品をっ

くろう一施袖）」は申込者が多かったため、2

回に分けて行った。

新たな催しものとしては、友の会と共催で行

われた文化講演会（講師一小説家山田智彦氏）

がある。大変好評で、3年度以降も継続して行

われる予定である。

団体入館者に対しては、従来どおり入館時の

ガイダンスや案内解説を行った。その中で、い

くつかの学校団体には、十全な打合せの上、学

芸員が講義をする博物館学習を行った。今後こ

のような博物館学習を、より充実させたいと考

えている。また、特別展開場式には、初めて関

市内の小学校を招き、大変好評であった。

博物館と学校教育を連携する試みとしては、

美濃教育事務所との協力の下で当館で行われる

美濃地区初任者研修があげられる。ここ2年は、

教員相互のグループ研修を取り入れ、博物館学

習に対する理解の深まりを図っている。

3．解説員研修

コンパニオンの中心的業務を明確化するため、

コンパニオンの名称を“解説員′′　と改めたので、

この研修も「解説員研修」と呼ぶことになった。

2年度は、解説演習を取り入れ23回行い、解

説の力のレベルアップに努めた。特別展には、

多くの来館者に解説を行った。

4．移動展

吉城郡上宝村平場と益田郡小坂町小坂で行っ

た。

○飛騨・北アルプス自然文化センター（上宝村）

－24－

・期間　8／9－8／21（うち12日間）

・入場者数　3，640人

○益田北部山村開発センター
・期間　8／24－9／2（10日間）

・入場者数　　627人

飛騨・北アルプス自然文化センターでは、特

設会場の外に、既設の展示室の中に他の展示物

と融合させる形で展示した。両会場とも好評で

あったが、特に上宝村の会場では、県外の人も

含む多くの来場者に見てもらった。

5．広報活動

例年の広報活動の外に、特別展に関連した各

種団体への出張広報に努めた。対象とした団体

は、郡市の校長会、水防組合・自治会・仏教会

等である。関市内の各家庭へは、自治会組織を

通じて特別展のちらしを回覧した。また、三つ

の特別展、一つの資料紹介展において、1紙ま

たは2紙への新聞連載を行い注目を集めた。

県外への広報に関しては、愛知県の尾張教育

事務所と海部教育事務所の市町村教委ポストを

通じて資料配布が可能になり、広報活動の組織

化が実現できた。

以上のように、活発な広報活動を行い、一定

の成果を上げたと思われる。今後も効果的な広

報活動のあり方を追求していきたい。

6．資料の貸し出し

他館での展示会に貸し出した主な資料（2年

度は自然分野のみ）。

○伊自良村歴史民俗資料館（7．27－9．4）
・昆虫標本　10箱

・写真等パネル　　5点

○三重県立博物館（10．4－11．18）

・哺乳動物剥製　　6点

○岐阜県美術館（3．2．22－3．5）

・哺乳動物剥製　　5点

7．博物館実習生指導

東京学芸大学の学生l名を指導した。

8．図書資料

図書資料室と郷土学習室では約19，000冊の本

を開架式で来館者の利用に供している。購入に

よる資料収集の外、他館との資料交換、寄贈等

により年々その資料は充実してきている。2年



度は岐阜県教職員互助会より多数の刀剣関係の

本の寄贈を受け、「刀剣文庫」を設置した。ま

た、友の会からは『続日本の絵巻物』（全20巻）

『読売年鑑1991』の寄贈を受けた。

9．刊行物

元年度まで、自然部門の特別展では入館者全

員に特別展パンフレットを無料配布していたが、

2年度はカラー写真を入れページ数も増やし、

人文部門と同様の図録として友の会で販売した。

また、特別展の図録「岐阜県の仏像」は県内

のほとんどすべての重要文化財の仏像を総カラー

写真で紹介した画期的なものであった。（安田

撃石氏より1，300冊寄贈を受けた。）

平成2年度　刊行物一覧

特別展には、クイズや概要説明のプリントを

配布した。

10．視聴覚関係

郷土学習室で常時ビデオを上映した。特別展

においては、テーマに開通した16mmフイルムや

ビデオテープを上映した。特に「輪中と治水」

展の時の16mやビデオテープ（アニメ）は好評

であった。

寄贈されたビデオテープは「代官川崎平石衛

門」「安田肇石コレクション」「ある日の藤城

さん親子」「岐阜市の年中行事」など5本であ

る。

名　　　　　称 價ﾘﾗ9D霾�?｢�判・頁 兀I�B�備　　考 

岐阜県博物館だより　第41号 �(�CH�C��B5　4頁 �(�3S���友の会増刷 

〃　　　　　第42号 �(�Cx�C��〃　ノ′ ′′　〃 ����ﾂ��b�（各1，000） 

〃　　　　　第43号 �(�C���C��

岐阜県博物館報　第13号 �(�CH�C��B5　32頁 都S�� 

岐阜県博物館調査研究報告　第12号 �8�C8�C3��B5　54頁 都���

平成2年度岐阜県博物館催しもの案内 �(�CH�C��B4表裏 B3表 �#X�3�������3����c��3����

′′ 岐阜県博物館リ－フレット（改定版） ����ﾈ�ﾂ�(�Ch�C���

特別展図録 �(�CH�C#R�B5　52頁 田���友の会増刷 

輪中と治水（図録） 劔（3，500） 

白山の自然（図録） �(�Cx�C���B5　36頁 田���（700） 

岐阜県の仏像（図録） �(�C���C�r�B5144頁 �#���（3，400） 

飛騨の匠（三股2刷） �8�C��C��B5　69頁 �����3S���｢�友の会増刷 

特別展ポスター・ちらし 　輪中と治水（ポスター） �(�CH�C�b�B2 ���3S���友の会発行 友の会発行 友の会発行 

〃　　（ちらし） �(�CH�C�b�B5 ����X�3����｢�

白山の自然（ポスター） �(�Ch�C��B2 ���3S���

〃　　（ちらし） �(�Ch�C��B5 ����X�3����｢�

濃飛の仏像（ポスター） �(�C��C2�B2 �(�3����

〃　　（ちらし） �(�C��C2�B5 ��鼎��3����｢�

人と石とのふれあい（ちらし） �8�C(�C���B5 ���#��3����｢�友の会発行 

資料紹介展パンフレット 　貨幣（パンフレット） �(�C�(�C�B�B5　10頁 ���3���� 

人と石とのふれあい（パンフレット） �8�C(�C���B5　34頁 鉄���

テレホンカード 　恐竜足跡化石と漣痕 �(�CX�C�� ��鉄���｢�友の会発行 
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平成2年度　催しもの一覧・日曜映写会・特別展等ビデオ

事　　業　　名 弍ｩ?｢�対　　　象 �.�R�内　　　　　　　　　容 伜����ﾉ�B�

特別展講演会 ／′ ′′ ′′ ′′ 文化講演会 店���2�一般 ／／ ′′ ／／ ／／ 〃 ／′ ��輪中と給水一洪水と人間の相克の歴史－ 　　　　　花園大学教授伊藤安男氏 ��c"�

5／27 劔m��ﾙ�ﾈ�9zﾈ淙�8ﾔ磯h,hﾝ)�ﾈ馼ﾈ���ｻﾙ7俶ｨ徂��ﾎ9:�鳬&ｨ���142 

7／15 劔?ｩgｸ,ﾈﾘ(�)�iZ�,iI(�(��kﾈﾌ8夊����Xｧxｻ8���ﾛ):��8ﾔh���107 

7／29 劔I(�(懆�(,�,(*(,B����ﾈﾊyI(�(齷vI]ｸﾎﾈ5ｨ985��ｹ�ｩnXﾊHｸh什8ﾉnﾈ､�Y&ｨ���54 

10／28 劔?ｩgｸ,ﾉZy�ﾈ,ﾉj9|ﾘ�����ﾈ��%ｨｯｩ�Xｧxｧy+x���I�^��9X���312 

11／3 劔��讓揵��,ﾈ�)Eﾉ�ｸ自mhﾌ8��x�/�-�*�,�,H�ﾂ�186 
（友の会共l　　　　／、三家　山田　彦氏 

特別展講演会 ��������刳�血ｧの仏像　　岐阜市文化財審議委員　吉岡勲氏 �#C��

県博日曜講座① 滴��#��′悼生以上一段 ／／ ′′ 一般 ��化石を調べよう一徹化石の世界一 田B�

′′　　　② 店�絣�剽ﾖ中の生活と知恵　　　片野記念館長　片野知二氏 田��

′′　　　③ 塗�����剋｡水に尽くした人々 �#��

′′　　　④ 塗��#B�剏ﾃ鏡の魅力 �#��

′′　　　⑤ 度��#"�／」厚生以上一般 ／／ 〃 一般 剩虫Rの昆虫 �#��

〃　　　⑥ 嶋�����剩虫Rの植物 田2�

〃　　（⑦ 祷��"�剋闔鞫w群と恐竜 鉄b�

〃　　　⑧ ����#��刮ﾝ幣の歴史 鼎��

自然観察会 ／′ ／／ ／′ 〃 滴��#"�′J学生以上一般 �3���ﾈ�ﾂ��ﾈ�ﾂ��b������水生昆虫を調べよう �#R�

8／4一一5 ��X���������僮(�(,ﾈ齷�(/�dｸ,ｸ,H�僮)�ﾈｻﾘ8ﾘ6(5x�I��｢�43 

9／16 薄佰ｩ�h決�8自L｢��ﾈ�ﾂ������做�,冤(*ﾙ(�,h+ｸ,ﾉ(xｭH+ﾘ+��54 

2／24 劔nﾉ+�/�-ﾘ.h*B�24 

3／24 劍�,ﾉ��截�【27 

親子教室 〃 ′′ ／／ ′′ ′′ 〃 ′／ ／／ 店��2�親　　　子 �3���b��������������ﾂ��ﾈ�ﾂ�6ﾘ����ﾈ�ﾂ��b�やさもの1（土器・はにわなどをつくろう） 鉄R�

6／3 ��Y�x�X自L｢����Z蔚ygｸ/�,(*ﾘ.ｸ*B�29 

7／1 ��X���6ﾘ�ﾂ��b��b��b�������ﾈ�ﾂ��.(+8.�,ﾃ(��?ｩw�V�/�,(*ﾘ.ｸ*H自/壱(�ｨ���c����｢�67 

7／8 劍�h�������������������h���������������c(���｢�63 

8／12 劍懆*�+�+Xｮﾘ/�,(*ﾘ.ｸ*B�42 

8／26 劔'ﾈﾝxﾔ���4ｨ�Y'ﾈ,h/�-ｨ,�,x/�,(*ﾘ.ｸ*H�｢�52 

12／2 劔LX柯�僖陞ｨ�8/�,(*ﾘ.ｸ*H�｢�35 

12／9 劔�ｨ,8*ﾘ.���,(*ﾘ,�,Ivx+�.h*H�｢�33 

12／16 劍.ﾘ.xﾝxﾔ���+X-�,�.ﾘ/�,(*ﾘ.ｸ*H�｢�49 

写　　生　　会 �(���r�）、学生以上一般 ��博物館資料をかこう（甲胃・土器・烏・動物など） 鼎"�

ふるさと探訪 　′／ ������B�親千・一般 　′／ �3r������金生山の化石とカルスト地形を訪ねて 鼎b�

3／3 劔��ｨﾌ9Zﾘ/�dｸ,ｸ,H耳�iEhｷｸ�Y(ｹM��Y,ｸﾌ9Zﾘ,�,x�ﾂ�28 

民　俗　芸　能 店�綯�一　　　般 ��関孫六太鼓（午前・午後2回実施） 冩�����

日曜映写会 滴��#X���h���r�入館者 ′′ ／′ 〃 ��Y}i(h�h���hｷ(�ｨ���X臺h�ｶ�齎自m��ﾙ�ﾈ,�*(,x-��h��7(6h4��｢�

特別展等ビデオ 度���������X齷�(��+ｸ,ﾈ+ﾘ*ﾘ-ﾈ+X+8�8-ﾘ�h�Y7�/��h*ｸ.�6ｨ7ｨ984ｨ8(5h4ｨ�h�X��
9／9 剴№ﾌ恐竜化石」（以上ビデオ） 

上映 �����r����������YEｩO(,ﾉZy�ﾈ�h��7(6h4��｢�

2／10－ 3／31 凵u亜鉛のふるさと－飛騨神岡－」（ビデオ） 
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〔図書資料寄贈者芳名一覧〕
（平成2年4月1日～

平成3年3月31日）

〔博物館関係〕
国立民族学博物館
国立歴史民俗博物館
国立科学博物館、附属自然植物園
東京国立博物館
東京国立近代美術館
京都国立博物館
憲政記念館
岐阜県美術館
岐阜県歴史資料館
岐阜県立図書館
岐阜市科学轄
岐阜市歴史博物館
各務原市歴史民俗資料館
内藤くすり記念博物館
羽島市歴史民俗資料館
大垣市郷土館
大垣市歴史民俗資料館
岐阜県陶磁資料館
瑞浪陶磁資料館
美濃陶磁歴史館
瑞浪市化石博物館
高山市郷土鰭
アイヌ民俗博物館

釧路市立博物館
小樽市博物館
札幌芸術の森
利尻町立博物館
苫小牧市博物館
根室市博物館開設準備室
ひがし大雪博物館

北海道開拓記念関
北海道開拓の村
斜里町立知床博物館
穂別町立博物館
青森県立郷土鱈
八戸市博物館
岩手県立農業博物館
岩手県立博物鰐
仙台市博物館
仙台市歴史民俗資料鰐
東北陶磁文化館
東北歴史資料館
塑寵神社博物館
秋田県立博物館

秋田大学鉱山学部附属鉱業博物館
山形県立博物館
致道博物館
福島県立博物館
福島美術館
我孫子市鳥の博物館
茨城県歴史館
土浦市立博物館

栃木県立博物館
栃木県立しもつけ風土記の丘資料館

小山市立博物鱈
群馬県立近代美術館
群馬県立歴史博物館
浦和市郷土博物館
埼玉県さきたま資料館
埼玉県立自然史博物館
埼玉県立博物鱈
埼玉県立民俗文化センター
埼玉県立歴史資料館
戸田市立郷土博物館
市立市川考古博物舘
市川自然博物館
館山市立博物館
千葉県立郷土博物館
千葉県立中央博物館
千葉県立安房博物結
千葉県立大利根博物館
千葉県立上総博物館
千葉県立総南博物館
千葉県立房総のむら
千葉県立房総風土記の丘
千葉市加営利貝塚博物館
船橋市郷土資料館
君津市立久留里城資料館
港区立郷土資料館
豊島区立郷土資料館
日本刀剣博物館

船の科学館
足立区立郷土博物館
大田区立郷土博物館
家具の博物館
紙の博物館
都立美術館
目黒区守屋教育会館郷土資料室
サントリー美術館

品川区立品川歴史館
渋谷区立松濡美術鰭
たばこと塩の博物館

東京都高尾自然科学館
八王子市立郷土資料館

府中市郷土の森
福生市郷土資料館

町田市立博物館
国学院大学文学部考古資料室
湯浅八郎記念館
明治大学商品陳列館
神奈川県立博物館

神奈川県立自然保護センター
神奈川県立金沢文庫
川崎市市民ミュージアム
シルク博物館

大涌谷自然科学館
茅ヶ崎市文化資料館

根岸競馬記念公苑馬の博物館
横浜マリタイムミュージアム

平塚博物館
横須賀市自然博物館・人文博物館
長岡市立科学博物館

新潟県美術博物鋒
柏崎市立博物館
相川郷土博物館

富山県立近代美術館
富山市郷土博物館
富山市科学文化センター
石川県白山自然保護センター
石川県立歴史博物館
小松市立博物館
松任市立博物館
福井県立博物館
福井県立若狭歴史民俗資料館
福井市立郷土自然科学博物館
福井市立郷土歴史博物館
山梨県立美術館
山梨県立考古博物館
飯田市立博物館
上田市立博物館
大町山岳博物館
信濃町立野尻湖博物館
長野市立博物館
松本市立博物鰐
日本民俗資料館
上原仏教美術館

静岡県立美術館
静岡市立登呂博物館
東海大学海洋科学博物館
東海大学自然史博物館
沼津市明治資料館
沼津市歴史民俗資料館
浜松市立博物館
富士市立博物館
上田市立博物館

藤枝市郷土博物館
焼津市歴史民俗資料館
久能山東照宮博物館
愛知県陶磁資料館
愛知県文化会館
熱田神宮宝物館
徳川美術館
一宮市博物館

瀬戸市歴史民俗資料結
豊橋市自然史博物館
豊橋市地下資源館
豊橋市美術博物館
豊田市郷土資料館

蒲郡市博物館
日本モンキーセンター

名古屋市博物館
名古屋市科学館
名古屋大学総合研究資料轄
南山大学人類学博物館
半田市立博物館
博物館明治村
尾西市歴史民俗資料館
三好町立歴史民俗資料館

安城市歴史博物館
知立市歴史民俗資料鰭
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蟹江町歴史民俗資料館
武豊町歴史民俗資料館
碧南マリンドリーム

リトルワールド

海の博物館
桑名市博物館
神宮徴古館
真珠博物館
藤原岳自然科学飴
煮宮歴史博物館
滋賀県立琵琶湖文化館
大津市立歴史博物館
市立長浜城歴史館
彦根城博物館
京都市考古資料館
京都府立総合資料館
京都文化博物館
京都丹後郷土資料館
大阪市立博物館
大阪市立自然史博物館
大阪人権資料轄
大阪府立弥生文化博物館
堺市博物館
伊丹市博物鱈
淀川資料館
辰馬考古資料館
柏原市歴史資料館
鉄斎美術館
神戸市立博物館
兵庫県立歴史博物館
西宮市立郷土資料館
天理大学附属天理参考館
奈良県立美術館
奈良県立民俗博物館
大和文拳銃
奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

橿原市千塚資料館
和歌山県立自然博物館
和歌山市立博物館
鳥取県立博物館
足立美術館

岡山県立博物館
岡山県立美術館
岡山市立オリエント美術館

倉敷市立自然史博物館
津山郷土博物館
津山洋学資料館

新市町立歴史民俗資料館
日本はさもの博物館
広島県立歴史博物鱈
広島市安佐動物公園

宮島町立宮島歴史民俗資料館
秋吉台科学博物館
徳島県立博物館
香川県立自然科学館
愛媛県立博物館
瀬戸内海歴史民俗資料館
九州歴史資料昭
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北九州市立考古博物館
北九州市立自然史博物館
北九州市児童文化科学館
熊本県立美術館

山鹿市立博物膀
佐賀県立博物轄
長崎県立美術博物館
大分県立宇佐艦己の丘歴史民俗資料館

宮崎県総合博物館
鹿児島県立博物膀
鹿児島県歴史資料センター梁明館
鹿児島市立美術館
尚古集成館
名護博物館
〔博物館協会〕
日本博物館協会

全日本博物館学会
愛知県博物館協会
静岡県博物館協会
富山県博物館協会
鳥取県博物館協会
〔役所関係〕

内閣技術院
農林水産省東海農政局・名古屋営林局

愛知県自然保護誤
聞市役所
可児市役所
土岐市役所
笠松町役場
北方町役場
川島町役場
高富町役場
平田町役場
萩原町役場
岐阜市文化センター
各務原市民会館
大垣市文化会館
美濃加茂市文化会館
多治見市文化会館
川島町はんの家
北方町図書館
〔教育委員会関係〕

岐阜県教育委員会
岐阜県教育センター
岐阜県情報処理センター
岐阜グリーンテクノセンター

岐阜県同和教育協議会

岐阜県教育委員会文化課
岐阜県小中学校校長会
岐阜県高等学校校長会
岐阜教育会
岐阜県PTA連合会
岐阜市教員委員会
各務原市教育委員会
大垣市教育委員会
関市教育委員会
美濃市教育委員会
美濃加茂市教育委員会

可児市教育委員会
多治見市教育委員会
恵那市教育委員会

中津Ii席教育委員会

高山市教育委員会
巣南町教育委員会
春日村教育委員会
神戸町教育委員会
藤橋村教育委員会
板取村教育委員会
白鳥町教育委員会
御嵩町教育委員会
明智町教育委員会
萩原町教育委員会
古川町教育委員会
国府町教育委員会
清見村教育委員会
宮川村教育委員会
北海道教育委員会
神奈川県教育委員会
相模原市教育委員会
川崎市教育委員会
世田谷区教育委員会
小松市教育委員会
春日井市教育委員会
瀬戸市教育委員会
稲沢市教育委員会
津市教育委員会
四日市市教育委員会
亀山市教育委員会
滋賀県教育委員会
豊中市教育委員会
貝塚市教育委員会
河内長野市教育委員会
池田市教育委員会
枚方市教育委員会
藤原町教育委員会
橿原市教育委員会
松山市教育委員会
〔学校関係〕

岐山高等学校
岐阜第一女子高等学校

羽島高等学校
大垣女子高等学校
不破高等学校
加茂高等学校
郡上高等学校
関商工高等学校
大垣日本大学高等学校

岐阜県高等学校教育研究会生物部会
岐阜県高等学校教育研究会地学部会

岐阜県高等学校理科助手研究会
岐阜大学教育学部
岐阜薬科大学図書館
岐阜女子短期大学
岐阜経済大学図書館
東海女子大学
東海女子短期大学



聖徳学園短期大学
中部女子短期大学
東北福祉大学
図書館情報大学
お茶の水女子大学学芸員課程

東京大学地震研究所
多摩美術大学
東洋大学教養課程
神奈川大学日本常民文化研究所
立教大学

明治薬科大学
川村学園女子大学
国学院大学博物館学研究室
東海大学出版会
日本大学文理学部応用地学教室

明治大学学芸員課程
金沢大学理学部
金沢美術工芸大学図書館
静岡大学理学部地球科学教室
愛知大学図書館
中京短期大学
名古屋経済大学
名古屋女子大学家政学科
市郎学園短期大学人文科学研究室
名古屋大学文学部美術史研究室
同志社大学博物館学芸員課程
仏教大学図書館
関西大学考古学等資料室
大阪大学文学部国史研究室
島根大学図書鯨
九州産業大学芸術学会
〔研究機関、出版社、その他〕

東京国立文化財研究所
奈良国立文化財研究所一飛鳥資料館
農林水産省農林水産技術会議事務局
宮内庁書陵部
宮内庁正倉院事務所

国立教育会館社会教育研究所
文化庁
北網圏北見文化センター
秋田県埋蔵文化財センター
いわき市教育文化事業団

地質調査所

東京埋蔵文化財センター
府中病院内遺跡調査会
石畑狭山嶺追跡調査会
日本製鋼所遺跡調査会

武蔵国分寺関連遺跡調査会
駒沢学園校地内遺跡調査会
葛飾区追跡調査会
日野市栄町通跡調査会

東北新幹線赤羽地区遺跡調査会
玉川文化財研究所
千葉文化財センター
神奈川県自然保全研究会
神奈川県埋蔵文化財センター
山梨文化財研究所
静岡県埋蔵文化財調査研究所

浜松市埋蔵文化財調査事務所
東レ科学振興財団
日本芸術文化振興会
行動美術協会
民具製作技術保存会
平岡環境科学研究所
活断層研究会
東京貝塚同好会
日本イヌワシ研究会
三重動物学会
三重自然誌の会
日本カモシカセンター

観光資料保護財団
名古屋植物防疫所
愛知県埋蔵文化財センター
岡崎市史編纂事務局
黒川古文化研究所

国面会
日展
備前刀学会
日本美術刀剣保存会

京都府立ゼミナールハウス

国際日本文化研究センター
尼崎私立文化財収蔵庫
元興寺文化財研究所
福岡市埋蔵文化財センター
ポーラ文化研究所
ポーラ伝統文化振興財団

岐阜県広報課
岐阜県総務課
岐阜県統計課
岐阜県自然保護課
岐阜県林政課
岐阜県公害研究所
岐阜県工業技術センター
岐阜県工芸試験場
岐阜県水産試験場
岐阜県メモリアルセンター

岐阜県国際交流センター
岐阜県地域活性化センター
岐阜県地方競馬組合
岐阜県御嶽少年自然の家
岐阜県伊自良青少年の家
岐阜県関ケ原青少年自然の家
岐阜市少年自然の家
各務原市少年自然の家

岐阜県郷土資料研究会
岐阜県進路研究会

岐阜県昆虫同好会
岐阜県歴史資料保存会

郡上史談会
商長森郷土史会
地域社会研究会
東海地理研究会
美濃民俗文化の会
飛騨郷土学会
岐阜コンベンション・ビューロー

サンメッセ

書道心画院
霊山顕彰会
日本生命財団
日本の竹を守る会岐阜支部

欧亜美術
日本東アジア文化財交流会

美術文化史研究会
三井文庫

岐阜新聞社・岐阜包装
東海民報
北飛ニュース

岐阜中央郵便局
日本視聴覚教材センター

月刊西美濃わが街社
北白川書房
TAPタウン情報ぎふ

大衆書房

誠文堂新光社
東京書籍

岩波書店
啓林館
山川出版社
東京美術
文一総合出版

日本美術刀剣新聞社
ばっちばっち出版部

ぴあ株式会社

海外学人日刊社
今日郵便月刊社
中華民国債務委員会

光筆書報雑誌社
〔個人〕

伊藤　幸吉

大野　正男

金子　弘之

川瀬　仙吉

佐藤　正孝

座馬　井部

杉山　　勇

高木　雷蔵

辻　　　太

富田　晴男

国民融合をめざす部落問題全国会議　野村　倉一

岐阜民主同和促進協議会
日本野鳥の会岐阜県支部

岐阜県哺乳動物調査研究会
岐阜県文化財保護協会
養老町文化財保護協会
中山道加納宿保存会
揖斐谷の自然と歴史と文化を語る集い
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〔利用状況〕

1．入館者数

今年度は、入館者総数71，176人、前年に

比べ約27％の増加で、特別展「濃飛の仏像」

の影響が大きかった。

また、開館日数は305日であり、1日平

均の入館者数は233人であった。

月別の入館者数は右表のとおりである。

1日の入館者が最も多い日は11月18日で

1，624人を数えた。

団体入館者数をみると、221団体18，751

人で入館者総数の約26％にのぼり、月別で

は10月が最も多く、団体入館者総数の約

34％を占めている。

これを県内、県外別にみると、県内が

132団体11，156人で全体の約59％を占め、

県外では愛知県が圧倒的に多く、68団体

7，105人で全体の約38％を占めている。

特別展期間中の入館者数は右表の

とおりであり、入館者数49，036人、

1日平均383人であった。これは入

館者総数の約69％にあたり、特別展

への関心の高さがうかがえる。

月 傅ﾉ(i�b�高大生 �ｩL｢�計 丶ｨｭ�?ｩ�B�一日平均 

4 ��ﾂ�人 ��ﾂ�人 �?｢�人 2，619 涛3b�2，840 塗�33迭�26 �#Cb�

5 �(�3田��1，815 店�3��"�9，967 �#b�383 

6 田�R�352 �(�3c3r�3，594 �#b�138 

7 塔3r�378 �(�3�ィ�3，299 �#b�127 

8 ���3Sッ�369 �8�3sS��5，705 �#r�211 

9 ���3�#r�594 �(�3S3��4，152 �#b�160 

10 店�3Sc"�1，299 塗�3##r�13，088 �#b�503 

11 �8�3S�2�779 ����3C���14，682 �#b�565 

12 �3#��50 ���3#���1，670 �#"�76 

l 鼎�B�58 ���3�3B�2，296 �#2�100 

2 鼎cR�52 ���3S#��2，037 �#B�85 

3 ���3�s��384 �(�3�3r�4，291 �#r�159 

計 �#��3田r�7，066 鼎8�3�C2�71，176 �3�R�233 

特別展名 弍ｨｭB�小中生 俘)�Y�b�一　般 佗b�
（人） ����ﾈ�｢�（人） ����ﾈ�｢�

輪中と治水 滴�C#X�ﾃh�C�r�5，146 �(�3C唐�8，412 ��h�3�Sb�

白山の自然 度�C���ﾃ��C��2，639 ���3#3��6，677 ����3SSB�

濃飛の仏像 ����C�x�ﾃ���C���6，228 ���3cSb�14，542 �#(�3C#b�

合　　　計 ��14，013 店�33�"�29，631 鼎��3�3b�

2．施設利用者

今年度の講堂及び研修室の利用者は次のとおりであった。

2．5．26　　岐阜県哺乳動物調査研究会

2．6．2　　日本美術刀剣保存協会岐阜県支部

2．6．28　　美濃市小学校理科研究会

2．8．17　　岐阜県中学校理科研究部会

2．8．20　　岐阜県小中学校教育研究会岐阜県支部進路指導部会

2．9．4　　岐阜県高等学校長協会常任理事会

2．10．23　　岐阜市中教頭会

2．10．27　　俳句会（岐阜県ホトトギス会）

2．11．10　　日本美術刀剣保存協会岐阜県支部

2．11．16　　学校教育課長会

3．2．13　　東海襲教育研究会「理科」研究会
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〔博物館関係団体〕

1．岐阜県博物館協会

岐阜県博物館協会は「会員相互の連絡提携の

もとに、社会教育の健全な推進と文化の向上に

寄与すること」を目的に、昭和41年に設立され

た。公開講座（年4回）、機関紙（季刊）、会

員研修会（年3回）等の諸活動をくり広げ、設

立の目的に沿うよう努力した。

平成2年3月現在、会員館園は106、個人会

員は21名、名誉会長以下主な役員は次のとおり。

名誉会長一梶原拓、会長一蒔田浩、副会長一

平田吉郎・青木允夫・伊藤秀幸、理事長一松本

五三、事務局は岐阜県博物館内にある。

2．岐阜県博物館友の会

「博物館事業の普及を図るとともに、会員相

互の教養を高め、親睦を深めること」をめざし

て発足した友の会は8年目を迎えた。平成2年

度は会員も着実に増え、ようやく、次のステッ

プへの土台が整ったといえよう。

まず会員数は507名、初めて500名の大台に遺

した。前年度より101名の大幅増加をみた。年

齢構成は50・60歳代が半数以上を占め、実年世

代の強い学習意欲がうかがえる。生涯学習の一

端としての友の会の使命を改めて感じる。

主催事業のうち、探訪の旅は日帰り4回（う

ち1回は斎宮博物館アンコール）、1泊2日1

回の計5回、他館見学1回を実施した。今後も
ペースを崩さず、内容の充実に努めたい。初め

て実施した文化講演会は、岐阜ゆかりの作家・

山田智彦氏を講師に迎え、県博物館講堂にほぼ

満席の聴講があり、成功を収めることができた。

このように、かなりの経費を必要とする事業

が日の目をみたのは、一般会員の協力はもとよ

り、後援会員のお力添え、資料等の作成頒布が

順調に推移し、ある程度の財政基盤が確立され

たため、とみてよかろう。

今後の課題としては、財政基盤のいっそうの

充実を図るとともに、会員増加に伴って研修の

旅などの内容の改革、また会員増加に伴う事務

量の増加に対応するためボランティア活動の積

極的な推進が必要と思われる。

▼県博物館講堂をほぼ満席にした文化講演会

◎平成2年度友の会の事業

＜会　議＞

総会　4．23　　役員会　4．1410．10

＜研修の旅、他館見学、文化講演会＞
・歴史探訪（斎宮博物館はか）5．20　47名参加

・同　（　　同　　）6．10　43名参加

・同　　（高橋家住宅ほか）7．8　51名参加

・同　（奈良、大阪）10．21－2292名参加

・同　（三州足助屋敷）　3．17　44名参加

・他館見学（杉本美術館ほか）9．15　43名参加

・文化講演会（講師・山田智彦氏）11．3186

名参加

＜友の会報発行＞
・第23号　　　4．1　500部　　B5　6頁

・第24号　　　7．1　500部　　B5　6頁

・第25号　　10．1　500部　　B5　6頁

・第26号　　1．1　600部　　B5　6頁

＜資料等の作成頒布＞
・特別展図録「輪中と治水」　　　3，500部

「白山の自然」初版　　　700部

「岐阜県の仏像」初版　3，400部

「飛騨の匠」3版2刷1，500部

・「展示案内ここをじっくり」等の頒布

・「岐阜県の博物館」はか委託図書等

＜その他＞
・親子教室等共催事業　10回

・会員助成（入館料補助）

・県博物館へ図書寄贈

◎平成2年度友の会役員

会　長　熊田光久

副会長　長屋一男　国光溢天　魔田照夫

伊藤秀幸

◎平成2年度予算
一般会計2，050，281円　特別会計3，006，140円
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Ⅳ　利　用　案　内

・開館時問　　4月1日ト10月31日　　　9時ト16時30分

11月1日ト3月31日　　　　9時30分ト16時30分

（入館は16時まで）

・入　館　料　　（）内は特別展開催中の入館料

区　　分 侘(�������������ﾂ�団体（20人以上） 

譲 �#��苓�鼎��苓�｢�150円（300円） 

高校・大字生 ����苓��#��苓�｢�50円（100日） 

小・中予生 鉄�苓�����苓�｢�30円（　60円） 

※団体で利用していただく場合には、下見においでください。

解説資料・利用案向等をさしあけ、館向をご案内します。

・休　館　日　　月嘱目（月曜日が祝日にあたるときは翌日）

年末年始（12月27日卜翌年1月4日）

・陣　中　場　　博物館には聞直場がありませんので、五年公図の騎車場をこ利用ください。

駒車料金……普通（椿）rll動車　300円、ハス　800円

・交　　　通　　名鉄美濃町線　小屋名下車　徒歩約15分

岐阜ハス　　　小屋名下車　徒捗約15分

自家用中二利用の場合は百年公園北口からお入りください。

郡上ハ幅

小屋 ���Oﾂ���E｢�I#�Sb�����)｢������佰h�>��ｩ7b�N ① 

人中　Rei順手 儂��X閒�����　関高山 「 

名 　　鉄 　　毛 　　呂 大厄iC　圧 　　力＼R2 ������H�8ﾜ"�　十恨 R41 中 大日英 

RPF 一宮 　ー一宮IC ��自 動 車 
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